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論 文

SNSによる情報信頼と情報行動についての基礎的研究
Basic Research on Information Trust and Information Behavior on Social Media

要旨：インターネットが普及し，個人が簡単に情報の受発信を行うソーシャルネットワーキングサー
ビス（SNS）を活用している割合が上昇している。SNS上には，信頼できる情報はもとより，流言・
デマといった情報も発信され，それが拡散されることによって，災害時等の有事には救助や復旧の
妨げとなっている。SNSによる情報行動を解明することは，信頼できる情報流通システムの構築に必
要な課題と言える。本稿では，メディアに対する信頼や，信頼と情報転送などの行動の関係について
Webアンケートによる質問紙調査を行った。結果として，年齢や性別によっても情報の信頼度が異
なることや，情報を信頼していないにも関わらずシェアや情報転送をする人の存在が明らかとなっ
た。
Abstract：The spread of the Internet has led to an increase in the proportion of individuals using 
social media. However, the fact that social media facilitates the transmission and spread not only of 
reliable information but also of rumors and hoaxes sometimes hinders rescue and recovery efforts 
during disasters and other emergencies. Elucidating how people behave with respect to information 
spread via social media may be important for building a reliable information distribution system. 
This paper reports the findings of an online questionnaire survey on media trust and the relationship 
between trust and behaviors such as information forwarding. The results indicate that the degree 
to which information is perceived to be reliable differs according to age and gender, and that some 
people share and forward information even when they themselves do not trust it.
キーワード：SNS，インターネット，デマ，信頼，情報行動
Keywords：SNS, Internet, Rumor, Trust, Information Behavior
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１．はじめに

　インターネットやスマートフォンの普及により，誰
もが簡単にインターネット上で情報収集することが出
来るようになった。特にソーシャルネットワーキング
サービス（social networking service，以下SNSと記
す）の利用が拡大している。
　総務省『平成30年通信利用動向調査』（令和元.05.31
公表）によると，平成29年と平成30年ではインター
ネットの使用状況はほぼ横ばいであるが，ソーシャル
ネットワーキングサービスを活用している割合が企
業，個人ともに上昇しており，個人は平成30年には
60.0％に達している（図１）。また，利用目的に関す
る特徴としては，個人では従来からの知人とのコミュ

ニケーションのため（87.4％）に続き，知りたいこと
について情報を探すためが57.4％と前年から7.2％上

出典：総務省『平成30年通信利用動向調査』
図１　�ソーシャルネットワーキングサービスの利用状況

（個人）



昇，災害発生時の情報収集・発信のためが20.2％と前
年から４％上昇しており（図２），社会インフラの役
割を増してきている。

出典：総務省『平成30年通信利用動向調査』
図２　�ソーシャルネットワーキングサービスの利用目的

（個人）

　一方，SNS上での情報を巡っては，ネット炎上と言
われる，何気ない一言の発信に対し，批判的な意見が
殺到し，個人や団体を誹謗中傷するような現象が見ら
れる。炎上については，田中・山口（2016）は，「あ
る人物や企業が発信した内容や行った行為について，
ソーシャルメディアに批判的なコメントが殺到する現
象」と定義しており，SNSだけでなく，テレビやラジ
オ等のメディアでの発言を元に炎上することもある，
としている。そして，SNS利用するようになってから
の近年で，異なる点として（１）拡散力の違い（２）
情報発信の容易化（３）批判の可視化（４）サイバー
カスケードの存在，をあげている。サイバーカスケー
ドとは，インターネットの持つ，同じ思想や主義を持
つ者同士を繋げやすいという特徴から，集団極性化を
引き起こしやすくなってしまうものである。
　SNSの拡散力，発信力は，有益な情報を得るために
は効果的である一方，間違った情報がデマとして拡散
し炎上してしまう可能性を秘めている。
　荻上（2011）『検証　東日本大震災の流言・デマ』
では，災害直後にネット上で流れた流言・デマとし
て，「関西電力で働いている友達からのお願い」とい
う，典型的なチェーンメールの常套句の存在が挙げら
れている。緊急時に，確実であると思われる公的機関
からの情報として，デマが拡散される現象であるが，
誤った情報は，災害時の救助や復旧の妨げとなってし
まう。荻上（2011）において，うわさ屋と検証屋の存
在が定義されている。うわさ屋は何でも情報を拡散す
るタイプの人で，一方，その情報を自分で確認して正
していく検証屋がおり，検証屋はどうしても後手に回
り，その間，デマは拡散し続けるので，デマの収束に

時間がかかる，としている。
　山口（2016）は，難民問題において社会の情報化が
多くの恩恵をもたらした一方で，サイバーカスケード
による差別の先鋭化と，悪意あるデマの拡散という負
の影響への対応が必要としている。
　SNS時代に，信頼できる情報を受発信するために
は，どのようなしくみが必要なのであろうか？
　本稿では，SNS時代の情報行動について，年齢や性
別等の個人属性と情報への信頼度との関係や，シェア
や情報転送といった情報行動とがどのような関係にあ
るのかについて，質問紙調査を元に考察を行う。

２．研究方法

２．１　質問紙調査

　質問紙調査は，株式会社クロス・マーケティング
（注１）の保有するWebアンケート環境とモニタ会員
を対象にしたインターネット調査を実施した。Web
を用いた社会調査を行った場合，Webにアクセスで
きない層の意見が調査結果に反映されないという点が
課題となる。しかし，本調査はSNS利用に関する動向
を調査するものであり，Webアクセス可能者が前提
となるため，当該課題については考慮の必要はないと
言える。
①　調査エリア：全国
②　 対象条件：性別は男女。年代は10代から60代以

上。
③　性別×年代別×業種別×県別
　調査期間は2018年３月９日～３月12日で，年齢，男
女比ともできるだけ均等に割り付けすることとした。
10歳代については，株式会社クロス・マーケティング
の保有モニタが15歳以上であることから15歳から19歳
とした。高齢層については，図１のように60歳以上か
らSNS利用の割合が減少していることから60歳以上を

表１　質問紙回答参加者の年齢と男女構成
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１つの選択肢にまとめた。
　総回答数は3,588人，年齢と男女構成は表１のよう
になった。

２．２　調査の概要と結果

　本調査では，特に情報への信頼に着目し，年齢や性
別によって情報に対する信頼度や情報行動が異なると
いう仮定のもと，質問紙調査を行う。
　質問紙調査の設計として，まず，情報取得に利用す
るメディア毎の信頼度について調査する。調査対象メ
ディアとして，マスメディアとインターネットメディ
アでは，信頼度が異なると想定される。また同じマス
メディアとインターネットメディアでも，発信主体
によって信頼性に差が出るものがあると想定される。
そこで，「NHKのニュース」「民放のテレビニュー
ス」「テレビの情報番組・ワイドショー」「新聞記
事」「雑誌記事」「インターネットのニュースサイト」

「Instagram，Line，TwitterなどのSNSのクチコミ」
「ブログその他の個人のWebサイト情報」「２ちゃん
ねるなどのインターネット匿名掲示板情報」「公的機
関（国，自治体等）のWeb情報」の10メディアにつ
いて，「あなたの信頼度についておうかがいいたしま
す。あてはまるものをひとつずつお選びください。」
という設問に対し，１：非常に信頼している，２：ど
ちらかというと信頼している，３：どちらかというと
信頼していない，４：まったく信頼していない，の４
件法での回答を求める。
　次にSNSでの情報の信頼度による情報行動の違いを
明らかにするために，「あなたは，Instagram，Line，
TwitterなどのSNSのクチコミ情報で信頼性を確認せ
ずシェアや情報転送をしたことがありますか。」とい
う設問について，１：まったく確認せずにシェアや情
報転送をする，２：ほとんど確認せずにシェアや情報
転送をする，３：たまに確認してから，シェアや情報
転送をする，４：必ず確認してから，シェアや情報転
送をする，５：他の人の発信情報をシェアや情報転送
はしない，の５件法での回答を求めた。さらに，確認
をせずに情報転送する回答１，２に対しては情報への
信頼感が強い理由を問う設問を，回答３，４，５につい
ては情報への信頼感が低い理由を問う設問を設けた。

３．調査結果分析（注２）

３．１　�メディアに対する信頼度（メディアと年代の

クロス集計）

　各メディアに対する信頼度について，年代別にクロ
ス集計を行った。
　表２，表３は10種のメディアの信頼度について，
１：非常に信頼している，２：どちらかというと信頼
していると回答した場合を「信頼している」，３：ど
ちらかというと信頼していない，４：まったく信頼し
ていないを回答した場合を「信頼していない」として
度数と割合をまとめたものである。
　表２によると，年齢とNHKニュースへの信頼につ
いては，１％水準で有意な差があることから，帰無
仮 説 は 棄 却 さ れ る（df=5，χ2=103，p=0.00<0.01）。
従って，母集団で「年齢」と「NHKのニュースへの
信頼」の間に関連性があるといえる。
　同様に，民法のテレビニュース（df=5，χ2=90，
p=0.00<0.01），テレビの情報番組・ワイドショー

（df=5，χ2=53，p=0.00<0.01）， 新 聞 記 事（df=5，
χ2=93，p=0.00<0.01）， 雑 誌 記 事（df=5，χ2=79，
p=0.00<0.01）への信頼について，「年齢」との間に関
連性があるといえる。
　全年齢の平均を見ると，NHK（73.3％）や新聞記事

（71.4％），民法のテレビニュース（67.8％）は信頼さ
れる傾向がある。ただし，年代間で信頼する割合が異
なり50歳代，60歳代は信頼する割合が大変高いが，20
歳代，30歳代は信頼する割合が減っている。また，10
歳代では20歳代，30歳代よりも信頼傾向が高くなるこ
とがわかった。
　表３によると，年齢とインターネットのニュースサ
イトへの信頼については，５％水準で有意な差があ
ることから，帰無仮説は棄却される（df=5，χ2=12，
p=0.03<0.05）。従って，母集団で「年齢」と「イン
ターネットのニュースサイト」の間に関連性があると
いえる。
　 同 様 に，Instagram，Line，Twitterな ど のSNS
の ク チ コ ミ（df=5，χ2=233，p=0.00<0.01）， ブ ロ
グその他の個人のWebサイト情報（df=5，χ2=109，
p=0.00<0.01），２ちゃんねるなどのインターネット
匿 名 掲 示 板 情 報（df=5，χ2=99，p=0.00<0.01）， 公
的機関（国，自治体等）のWeb情報（df=5，χ2=26，
p=0.00<0.01）への信頼について，「年齢」との間に関
連性があるといえる。
　 全 年 齢 の 平 均 を 見 る と， 公 的 機 関（ 国， 自 治
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体等）のWeb情報（68.8％）やインターネットの
ニュースサイト（58.1％）は信頼される傾向にある
が，Instagram，Line，TwitterなどのSNSのクチコ
ミ（26.2％），ブログその他の個人のWebサイト情報

（22.7％），２ちゃんねるなどのインターネット匿名掲
示板情報（12.3％）と信頼される傾向が低く，特に50
歳代，60歳代以上が信頼していない傾向が強いことが
わかった。

３．２　�メディアに対する信頼度（メディアと性別の

クロス集計）

　各メディアに対する信頼度について，性別別にクロ
ス集計を行った。
　表４，表５は10種のメディアの信頼度について，
１：非常に信頼している，２：どちらかというと信頼
しているを「信頼している」，３：どちらかというと

信頼していない，４：まったく信頼していないを「信
頼していない」として度数と割合をまとめたものであ
る。
　表４によると，女性の方が男性よりNHKのニュー
スを信頼している（男性72.0%，女性74.6%）は１％水
準で有意な差があることから，帰無仮説は棄却され
る（df=1，χ2=8，p=0.004<0.01）。従って，母集団で

「性別」と「NHKのニュースへの信頼」の間に関連性
があるといえる。
　同様に，民法のテレビニュース（df=1，χ2=17，
p=0.00<0.01），テレビの情報番組・ワイドショー

（df=1，χ2=29，p=0.00<0.01）， 新 聞 記 事（df=1，
χ2=18，p=0.00<0.01）， 雑 誌 記 事（df=1，χ2=7，
p=0.007<0.1）への信頼について，「性別」との間に関
連性があるといえる。
　マスメディアについては，男性よりも女性のほうが

表２　各メディアに対する信頼度（年代別）その①マスメディア

表３　各メディアに対する信頼度（年代別）その②インターネットメディア
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信頼する傾向がある。
　一方，表５によると，女性の方が男性よりInstagram， 
Line，TwitterなどのSNSのクチコミを信頼してい
る（男性24.8%，女性27.6%）は10％水準で有意な差
があることから，帰無仮説は棄却される（df=1，χ2=
７，p=0.007<0.1）。 従 っ て， 母 集 団 で「 性 別 」 と

「Instagram，Line，TwitterなどのSNSのクチコミ」
の間に関連性があるといえる。
　しかし，インターネットのニュースサイト，ブログ
その他の個人のWebサイト情報，２ちゃんねるなど
のインターネット匿名掲示板情報，公的機関（国，自
治体等）のWeb情報への信頼については「性別」と
の間に関連性があるとはいえなかった。

３．３　SNSでの情報の信頼度による情報行動

　SNSのクチコミ情報に対する行動について，信頼性
の確認の有無による違いを年齢別，性別別にクロス集
計した。
　「あなたは，Instagram，Line，TwitterなどのSNS
のクチコミ情報で信頼性を確認せずシェアや情報転送
をしたことがありますか。」という設問について，年
代別には表６に示す結果となった。年齢と転送行動に
ついては１％水準で有意な差があることから，帰無
仮説は棄却される（df=20，χ2=395，p=0.000<0.01）。
従って，母集団で「年齢」と「転送行動」の間に関連
性があるといえる。

　どの年代も「他の人の発信情報をシェアや情報転送
はしない」がもっとも多い傾向であり，年代別に見
ると，10代は47.4％，60歳以上は91.5％となっており，
若い年代ほどシェアや情報転送をする人が増えること
がわかった。一方で，まったく確認せずにシェアや情
報転送をする人が全体で1.9％もいることもわかった。
　性別別に，同様の設問の結果を見た場合は，「年齢」
と「転送行動」の間に関連性は見られなかった。
　次に，情報の信頼の程度と，情報行動についてクロ
ス集計をした結果を表７に示す。
　情報の信頼の程度と情報行動については１％水準
で有意な差があることから，帰無仮説は棄却される

（df=12，χ2=474，p=0.000<0.01）。従って，母集団で
「情報の信頼の程度」と「情報行動」の間に関連性が
あるといえる。
　ここで注目するのは，情報を信頼していないにも関
わらず，全く情報を確認せずにシェアや情報転送をす
る人がいることである。全く信頼していないにもかか
わらず，全く確認せずにシェアや情報転送をする，を
選んだ人が，どういった人物であるか，を今後，追跡
する必要があると考える。
　情報の信頼性について確認せずにシェアや情報転送
する人240名（まったく確認せずにシェアや情報転送
をする，ほとんど確認せずにシェアや情報転送をす
るに回答）に対しては，情報への信頼感が高くなっ
た理由について表８に示すように，複数回答方式で

表４　各メディアに対する信頼度（性別別）その①マスメディア

表５　各メディアに対する信頼度（性別別）その②インターネットメディア
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表６　SNSでの情報の信頼度による情報行動（年代別）

表７　信頼と行動の関係

質問した。結果として，一番多かった回答は，「自分
は公正・中立な立場で情報を流している」（34.2％）
であり，ある意味無責任な側面がうかがえる。続い
て，「SNSに流す情報は根拠に基づいた情報と考える」

（25.0％）であり，信頼が前提のシステムと捉えてい
ることがうかがえる。また，「緊急性が高い」（8.8％）
と，災害などの緊急時の情報については，信頼性の確
認をせずに転送する人がいることも注目すべき点であ
ろう。

表８　�情報の信頼性について確認せずにシェアや情報
転送する人の信頼性が高くなる理由
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　情報の信頼性について確認してからシェアや情報転
送するまたは転送しない人3,348名（たまに確認して
から，シェアや情報転送をする，必ず確認してから，
シェアや情報転送をする，他の人の発信情報をシェア
や情報転送はしないに回答）に対しては，情報への信
頼感が低くなった理由を，表９に示すように複数回答
方式で質問した。結果として，「個人が発信するイン
ターネットに流れる情報は不正確である」（49.6％），

「根拠の提示がない」（49.7％）ことを半数近くの人が
挙げている。

表９　�情報の信頼性について確認してシェアや情報転
送する人の信頼性が低くなる理由

４．考察

　本稿では，調査票調査により，SNSを中心とした情
報の信頼度や情報行動について分析した。
　メディア毎での信頼度については，NHKや新聞記
事，民法のテレビニュース，公的機関（国，自治体
等）のWeb情報といった情報発信者がしっかりと取
材をしたことが想定されるようなメディアに対しては
信頼する傾向が高く，特に50歳代，60歳代は信頼する
割合が大変高くなっている。一方，20歳代，30歳代は
信頼する割合が減っていることから，従来のマスメ
ディアに対する認識が世代によって異なってきている
ことが見て取れた。
　一方で，Instagram，Line，TwitterなどのSNSの
クチコミ，ブログその他の個人のWebサイト情報，
２ちゃんねるなどのインターネット匿名掲示板情報と
いうような個人が発信するインターネットメディアに
ついては信頼される傾向が低く，年配者ほど信頼して
いないことがわかった。
　性別による違いとしては，多くのメディアに対し
て，女性の方が男性に比べて信頼する割合が高いが，

インターネットのニュースサイト，２ちゃんねるなど
のインターネット匿名掲示板情報，公的機関（国，自
治体等）のWeb情報の３メディアについては，性別
との間に関連性が見られなかった。
　SNSのクチコミ情報に対する行動について，「他の
人の発信情報をシェアや情報転送はしない」がもっと
も多い傾向である一方，若い年代ほどシェアや情報転
送をする人が増える傾向にあった。また，情報の信頼
性をまったく確認せずにシェアや情報転送をする人が
全体で1.9％も存在した。さらに，情報を信頼してい
ないにも関わらず，全く情報を確認せずにシェアや情
報転送をする人がいる。こういった人物こそが，流言
やデマを広める人物とも言える。今後，こういった人
物がどういう人物かを特定し，間違った情報が拡散し
ないような仕組みが求められる。
　情報の信頼性について確認せずにシェアや情報転送
する人は「自分は公正・中立な立場で情報を流してい
る」（34.2％）と考えている。また，災害などの緊急
時の情報については，信頼性の確認をせずに転送する
人がいる。このように，自分は正しいことをしてい
る，という認識のもと，信頼性を保証できない情報を
転送してしまう人がいる点に着目する。必ずしも信頼
できる情報ではないにも関わらず転送してしまうのは
リスクの高い行動である。こういう行動になってしま
う前に，情報の正しい読み取り方の学習が必要である
と考える。
　情報の信頼性について確認してからシェアや情報転
送する人は，情報への信頼感が低くなった理由とし
て「個人が発信するインターネットに流れる情報は不
正確である」（49.6％），「根拠の提示がない」（49.7％）
を挙げている。このような姿勢は重要であることか
ら，今後，情報を信頼し行動するためには，情報を読
み取る能力が個人個人に必要であるということができ
る。
　SNSの普及により，情報受信はもとより，様々な年
齢層の人々が情報発信するようになったが，誤った情
報をネット上に流すことによる混乱を避けるために
も，しっかりとした情報教育は必要であるといえる。

注

（1） 株式会社クロス・マーケティング（http://www.
cross-m.co.jp/）：2019年12月現在，約465万人のモ
ニタ会員を保有している。

（2）分析ツール：IBM SPSS Statistics バージョン24
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